





















































ただいた。特に、2010 年と 2014 年のサッカーワールドカップ日本代表の「本戦前のデータから
の『データの解釈および工夫の差異』」による本選での結果の違いについて説明をいただいた。






































































（5）天使か悪魔か　羽生善治　人工知能を探る［5 月 31 日］（NHKスペシャル）
　2016 年 5 月に放送されたNHKスペシャルを題材に、AI と共存する社会について考えた。
同番組では、Google…DeepMind 社の開発したコンピューター囲碁プログラムである「AlphaGo」




















（6）創業から今まで［クラウドファンディングング事業］［6 月 14 日］（ミュージックセキュ
リティーズ㈱代表取締役氏…小松真実氏）











































































































表 1　講義開始時（4 月）のアンケートで平均評価得点が 3 以下だった学生の月別平均評価得点
 
設問1 50 2.78 ± 0.56 3.31 ± 0.80 3.16 ± 0.82
設問2 21 2.87 ± 0.78 3.57 ± 0.86 3.05 ± 0.60
設問3 16 2.89 ± 0.78 3.49 ± 0.86 3.35 ± 0.60
設問4 18 2.77 ± 0.63 3.48 ± 0.82 3.39 ± 0.81
設問5 17 2.86 ± 0.64 3.59 ± 0.79 3.41 ± 0.78
























設問 3～ 5、およびそのときの経営情報学への興味に関する質問である設問 6において、平均値
が 20％程度高くなっていることは、本講義の継続的な学習効果を表すものであろう。
　次に、事例紹介が経営情報学を学ぶ動機づけになっているか、という点を考察するため、学
生ごとの設問 1の平均評価得点と、設問 6の平均評価得点との散布図を図 1に示す。
　これについて回帰分析を行ったところ、ピアソンの積率相関係数は約 0.72 となり 5%水準で
有意となった。なお、調整済みR二乗値は約 0.51 であった。更に図 1より、学習意欲が高い（設
問 6の平均評価得点が高い）学生でも事例の内容が理解できない（設問 1の平均評価得点が低い）
学生はみられるのに対し、内容が理解できた学生で学習意欲が低い学生はみられなかった。こ
れは、紹介された事例を理解できればできるほど、学習意欲が高まることを示唆するものであり、
本講義で紹介した事例の内容により、学生の経営情報学への興味を喚起できたものと考える。
　以上の通り、毎回の講義後のアンケートから、本講義が当初の目的を一定以上果たしたこと
が定量的に示された。ただし、上述の通り、まだサンプル数が十分とは言えないため、今後も
データを蓄積していきたい。
4.2　総合的な評価と今後の課題
　本講義では、経営情報学科でのカリキュラムへの導入となるべく、各分野での先駆者・リー
ダーの方たちのオムニバス講義を聴講し、また自ら学外に出かけて情報システムの現場での先
端的活用を学んでくることによって、経営情報学に対する造詣を深めることを目的とした。そ
の教育効果を測るため、各回の講義ごとに Google…Classroom を用いて講義概要や聴講後のま
とめ・感想のレポート作成・提出を課題とした。また、オムニバス講義の前の授業においては、
事前学習として講義者の紹介やその分野のバックボーンについての解説などを行い、次の講義
回での理解が促進するよう試みた。本稿では触れていないが、事前学習を受けた場合（事前学
習出席者）と受けていない場合（欠席者）とで、4.1 節における評価を分析することも一つである。
　本講義において従前より利用してきた Google…Classroom の活用は学内においては先駆的
なものであり、本学学生は Gmail のアカウントを所持していることから、導入も比較的容易
で、かつ将来的に全学的な e－ポートフォリオを構築するためにはなんらかの LMS（Learning…
Management…System）が必要とされることから、その一部として Google…Classroom を利用
することは非常に有用であると思われる。
　4.1 節における質問調査は今回の実施が初めてであり、年度ごとの比較や経年変化の考察な
どについてはまだ行われていない。学生からの授業評価結果（VOICE）と合わせて分析する
ことによって、今後の教育効果測定に役立てたい。
　本講義が、カリキュラムの上で経営情報学科の学びの基礎となり得ているかどうかの判断も
そのエビデンスとしてはまだ不十分である。今後他の科目との関係性において、既履修者の上
級生に振り返りの調査などを行うことなどによって、本講義の意義などを探っていきたい。
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